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六六
階階
病病
棟棟
紹紹
介介  

  
温
泉
病
院
は
、
七
階
建
の
ビ
ル
で
あ
り 

ま
す
。
二
階
か
ら
五
階
ま
で
は
南
・
北
に 

二
個
病
棟
を
も
っ
て
い
ま
す
。
六
階
は
、 

一
個
病
棟
で
あ
り
、
他
の
八
病
棟
よ
り
広 

い
ス
ペ
ー
ス
を
保
有
し
て
い
ま
す
。 

病
床
数
は
五
十
五
床
で
あ
り
ま
す
が
、 

内
三
十
一
床
が
個
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す 

点
が
他
の
病
棟
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る 

特
徴
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
詰
所
が 

南
北
の
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
た
め
、 

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴
り
ま
す
と
、
ロ
ビ
ー 

に
出
ま
し
て
も
東
・
西
・
南
・
北
の
確
認 

が
必
要
に
な
る
た
め
、
動
線
が
長
い
と
い 

う
難
点
も
あ
り
ま
す
。 

一
般
病
棟
か
ら
療
養
型
病
棟
へ
変
更
さ 

れ
早
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
個
室
の
多
い 

病
棟
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
特
に
タ
ー
ミ 

ナ
ル
・
緊
急
入
院
・
夜
間
不
穏
の
患
者
様 

等
、
色
々
な
ケ
ー
ス
を
受
入
れ
ね
ば
な
り 

ま
せ
ん
。
質
の
高
い
看
護
・
介
護
を
提
供 

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
様
の
Ｑ
Ｏ 

Ｌ
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

全
般
に
、
創
意
工
夫
を
重
ね
抑
制
廃
止 

と
医
療
事
故
防
止
に
努
め
、
動
き
回
る
患 

者
様
と
共
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
徘
徊
を
余
儀 

な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

午
前
中
は
、
体
操
・
起
立
訓
練
・
入
浴 

介
助
・
足
浴
・
手
浴
を
、
週
二
回
実
施
し 

て
い
ま
す
。
午
後
は
、
病
棟
個
別
リ
ハ
ビ 

リ
・
病
棟
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
、
め
ま 

ぐ
る
し
い
中
に
も
い
き
い
き
と
活
発
に
活 

動
し
て
い
ま
す
。 

 

排
尿
・
排
便
の
介
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
添
っ
て
「
自
然
に
」
を
モ 

ッ
ト
ー
に
ケ
ア
を
行
い
、
現
在
六
階
病
棟 

で
は
、
導
尿
バ
ル
ー
ン
挿
入
者
は
ゼ
ロ
、 

排
便
ケ
ア
は
、
水
分
管
理
・
腹
部
マ
ッ
サ 

ー
ジ
・
運
動
を
実
施
し
、
下
剤
処
置
を
減 

ら
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

 

患
者
様
に
、
人
と
し
て
の
基
本
的
な
生 

活
リ
ズ
ム
と
生
活
空
間
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
更
衣
は
朝
・
夕
、
口
腔
ケ
ア
・
歯
磨 

き
は
、
一
日
二
回
全
員
が
実
施
し
て
い
ま 

す
。 摂

食
機
能
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
嚥
下 

準
備
体
操
を
取
入
れ
患
者
様
自
ら
摂
食
出 

来
る
よ
う
に
援
助
す
る
等
、
介
助
す
べ
き 

事
柄
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状 

況
の
中
で
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
三
十
三
名
は 

広
い
病
棟
を
走
り
廻
っ
て
い
ま
す
。
そ
の 

原
動
力
と
な
る
足
は
「
守
口
大
根
」
で
は 

な
く
「
青
首
大
根
」
の
よ
う
な
、
小
太
り 

し
た
シ
ル
ク
の
様
な
ツ
ヤ
ツ
ヤ
肌
の
足
に 

育
っ
て
い
ま
す
。
又
、
自
称
「
静
御
前
」 

を
筆
頭
に
、
温
泉
病
院
最
強
の
音
声
保
持 

者
が
、
三
名
も
六
階
病
棟
に
集
結
し
て
い 

ま
す
。
そ
し
て
、
課
長
と
主
任
の
ア
ン
バ 

ラ
ン
ス
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
、
六 

階
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
や
る
気
を
盛
り
立
て 

て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。 

 

六
階
病
棟 

課
長 

            

城 

山 

ア 
ケ 
ミ 

 

  よりよい診療をうけるために 
 
   当院では、患者さま参加型の医療を目ざしております。 
 
   受診される方と病院の両者がお互いに尊敬し、協力し 
 
   合うことが良質の医療につながると考えますのでご協 
 
   力をお願いいたします。 

 

◇  受診される方は、ご自分の健康状態について正確な情報をお伝え下さい。 
 

◇  病気の診断、治療などについて疑問な点は、遠慮なくお尋ね下さい。 
 

◇  治療や処置は十分な説明を受け、納得の上でお臨み下さい。 
 

◇  患者さまの人権、プライバシーは守られております。 
    玄関ロビーや各フロアーの「宣言」にも掲げておりますのでご覧下さい。 
 

◇  患者さま、御家族さまも医療行為の確認者になって下さい。 
 

◇  病気に関して、他院医師の意見をお聞きになりたい場合は、遠慮なく 
    ご相談下さい。 
 

◇  疑問や御不満な点は遠慮なくスタッフにお知らせ下さい。 
 

◇  病院内の「ご意見箱」などを利用してご意見をお寄せ下さい。 
 

  

    ごご意意見見箱箱  
 
協立温泉病院では、病院ご利用の皆様へのサービス 
向上の目的で「ご意見箱」を各階に設けています。 
患者様及びご家族様の、ご意見・ご要望を遠慮なく 
お聞かせ下さい。 
７月１日から１０月末日までにおよせ頂きましたご 
意見は、２１件でございました。 
お寄せ頂きました、ご意見の一部を、ご紹介させて 
頂きます。 
 
  ☆ ご意見 その一 
診察は早くすむのですが、計算でとても長くまたされま 
す。以前はこんなことなかったのに。(一年位前までは) 
ご一考下さい。その他は大変結構です。 
 
  ★ お答え 
 会計業務の内、診療費計算事務につきましては、計算 
ミスを犯しますと、患者様・御家族様に多大のご迷惑 
をおかけすることになります。当院では、診療費計算 
事務を必ず二重チエックにより計算ミス皆無に務めて 
います。しかし、業務手順の見直しを図りまして、お 
待ち頂く時間の短縮改善に努めます。 
 
  ☆ ご意見 その二 
  【駐車場でのリハビリについてお願い】 
駐車場で、歩く練習をさせておられますが、急いで出 
ようと思いましても、そこで歩く練習をされています 

  と、横切るのを待たなくてはならず、その間に駐車料 
も上がってしまいます。それと、危ないのでやめて頂 
きたいのです。 
 
  ★ お答え 
ご意見ごもっともです。駐車場でのリハビリ歩行訓練 
は、実施しないよう指導・徹底いたしました。 
 
☆ ご意見 その三 
いつも、献身なる看護をありがとうございます。看護 
婦さんは、お忙しく少々体調が悪くても、休みを取れ 
ないのが現状と存じます。 
  しかし、患者は全く無抵抗力者であり、ある看護婦 
さんが、廊下でひどい咳をされている姿を見てかなり 
心配をしてしまいました。看護婦さんも軽い症状です 
と、休めませんので病院側からも、休暇励行、又はマ 
スク等対応の検討をお願いします。 
 
★  お答え 
全職員に対しまして、常に健康管理・早期受診の励行 
を指導いたしておりますが、特に症状等ひどい場合に 
担当部署の長が、判断して休暇処置を行なっています。 
  また、咳が出る職員に対しましては、マスク着用を 
義務付けまして、患者様への感染防止に努めるように 
していますが、再度指導徹底を図ります。 
 

  【貴重なご意見、誠にありがとうございました。】 
 

  

【【
編編  

集集  

後後  

記記
】】  

 

当
院
を
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
、
患
者 

様
及
び
ご
家
族
様
並
び
に
地
域
に
お
住
ま 

い
の
皆
様
に
協
立
温
泉
病
院
を
知
っ
て
頂 

き
た
い
と
思
い
ま
し
て
、「
温
泉
病
院
だ
よ 

り
」
を
、
平
成
十
四
年
三
月
に
第
一
号
を
創 

刊
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
愛
ら
し
い
天
使
達
が
、
当
院 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
慰
問
に
訪 

れ
ま
し
た
。
通
所
リ
ハ
利
用
者
と
園
児
の 

ふ
れ
あ
い
風
景
を
一
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

シ
リ
ー
ズ
特
集
と
し
て
、
病
棟
紹
介
を 

「
病
院
理
念
」・「
患
者
様
の
権
利
」・「
看
護 

部
の
理
念
」
を
一
面
に
、「
よ
り
よ
い
診
療 

を
う
け
る
た
め
に
」
を
二
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ 

掲
載
し
「
温
泉
病
院
だ
よ
り
」
第
三
号
を 

発
行
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
広
報
紙
の
記
事
に
つ
き
ま
し
て
、 

ご
感
想
・
ご
要
望
等
、
ご
意
見
を
お
寄
せ 

下
さ
い
。
次
号
、
編
集
業
務
の
参
考
と
さ 

せ
て
頂
き
ま
す
。 

      

平
成
十
四
年
十
一
月  

編 

集 

長 
 

 




